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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年10月2日(2014.10.2)
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【出願番号】特願2013-526181(P2013-526181)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月13日(2014.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３５９】
【表２８】
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【表２９】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０３６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３６０】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．（ａ）配列番号３４［ＨｘＧｘ］に記載のアミノ酸モチーフと、
　（ｂ）配列番号１［ＨｘｘｘＨ］に記載のアミノ酸モチーフと
を含んでなり、配列番号３４［ＨｘＧｘ］が配列番号７［ＨＰＧＧ］と同一でなく、配列
番号１［ＨｘｘｘＨ］が配列番号８［ＨＤＡＳＨ］と同一でない、Δ５デサチュラーゼ活
性を有する変異ポリペプチド。
２．（ａ）前記アミノ酸モチーフ（ａ）が、配列番号９［ＨｇＧＧ］、配列番号１０［Ｈ
ｈＧＧ］、配列番号１１［ＨＰＧｓ］、配列番号１２［ＨｃＧＧ］、配列番号１３［Ｈｗ
ＧＧ］、および配列番号１４［ＨａＧＧ］からなる群から選択され；
　（ｂ）前記アミノ酸モチーフ（ｂ）が、配列番号１５［ＨＤｇＳＨ］、配列番号１６［
ＨＤｓＳＨ］、配列番号１７［ＨＤＡａＨ］、配列番号１８［ＨＤＡｇＨ］、および配列
番号１９［ＨｅＡＳＨ］からなる群から選択される、上記１に記載の変異ポリペプチド。
３．前記変異ポリペプチドが、配列番号２１、配列番号２５、および配列番号２９からな
る群から選択される配列を有するポリペプチドと比べて、ＢＬＡＳＴＰアラインメント法
に基づいて、少なくとも９０％の配列同一性を有する、上記２に記載の変異ポリペプチド
。
４．配列番号１３９［ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｇ１５７ｇ］、配列番号１４１［ＥｇＤ５Ｒ＊

－３４ｇ１５８ａ］、配列番号１４３［ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｇ１５８ｇ］、配列番号１４
５［ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｈ１５８ａ］、配列番号１４７［ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｈ１５８ｇ
］、配列番号１４９［ＥｇＤ５Ｒ＊－３６ｓ１５８ａ］、配列番号１５１［ＥｇＤ５Ｒ＊

－３６ｓ１５８ｇ］、配列番号１５３［ＥｇＤ５Ｍ、（コドン最適化ＥｇＤ５Ｒ＊－３４
ｇ１５８ｇ）］、配列番号１５７［ＥｇＤ５Ｍ１、（コドン最適化ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｇ
１５８ｇ３４７ｓ）］、配列番号１８１［ＥｇＤ５Ｓ－３６ｓ１５６ｅ］、配列番号１８
３［ＥｇＤ５Ｓ－３６ｓ１５７ｇ］、配列番号１８５［ＥｇＤ５Ｓ－３６ｓ１５８ａ］、
配列番号１８７［ＥｇＤ５Ｓ－３６ｓ１５８ｇ］、配列番号２１３［ＥａＤ５Ｓ－３５ａ
１５８ｇ］、配列番号２１５［ＥａＤ５Ｓ－３５ａ１５８ｓ］、配列番号２１７［ＥａＤ
５Ｓ－３５ａ１５９ｇ］、配列番号２５５［ＥｇＤ５Ｒ－３４ｇ１５８ｇ］、配列番号２
６０［ＥｇＤ５Ｒ－３４ｇ１５８ａ］、配列番号２７１［ＥａＤ５－３５ｇ１５９ｇ］、
および配列番号２７６［ＥａＤ５－３５ｇ１５９ａ］からなる群から選択されるアミノ酸
配列を有する、上記３に記載の変異ポリペプチド。
５．前記変異ポリペプチドが、親ポリペプチドのジホモ－γ－リノレン酸からアラキドン
酸への変換効率の少なくとも６４％のジホモ－γ－リノレン酸からアラキドン酸への変換
効率を有し、前記親ポリペプチドが、配列番号７［ＨＰＧＧ］と同一のアミノ酸モチーフ
および配列番号８［ＨＤＡＳＨ］と同一のアミノ酸モチーフを含んでなる、上記１～４の
いずれかに記載の変異ポリペプチド。
６．上記１に記載のポリペプチドをコードする、単離された核酸分子。
７．配列番号１３８［ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｇ１５７ｇ］、配列番号１４０［ＥｇＤ５Ｒ＊

－３４ｇ１５８ａ］、配列番号１４２［ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｇ１５８ｇ］、配列番号１４
４［ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｈ１５８ａ］、配列番号１４６［ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｈ１５８ｇ
］、配列番号１４８［ＥｇＤ５Ｒ＊－３６ｓ１５８ａ］、配列番号１５０［ＥｇＤ５Ｒ＊

－３６ｓ１５８ｇ］、配列番号１５２［ＥｇＤ５Ｍ、（コドン最適化ＥｇＤ５Ｒ＊－３４
ｇ１５８ｇ）］、配列番号１５６［ＥｇＤ５Ｍ１、（コドン最適化ＥｇＤ５Ｒ＊－３４ｇ
１５８ｇ３４７ｓ）］、配列番号１８０［ＥｇＤ５Ｓ－３６ｓ１５６ｅ］、配列番号１８
２［ＥｇＤ５Ｓ－３６ｓ１５７ｇ］、配列番号１８４［ＥｇＤ５Ｓ－３６ｓ１５８ａ］、
配列番号１８６［ＥｇＤ５Ｓ－３６ｓ１５８ｇ］、配列番号２１２［ＥａＤ５Ｓ－３５ａ
１５８ｇ］、配列番号２１４［ＥａＤ５Ｓ－３５ａ１５８ｓ］、配列番号２１６［ＥａＤ
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５Ｓ－３５ａ１５９ｇ］、配列番号２５４［ＥｇＤ５Ｒ－３４ｇ１５８ｇ］、配列番号２
５９［ＥｇＤ５Ｒ－３４ｇ１５８ａ］、配列番号２７０［ＥａＤ５－３５ｇ１５９ｇ］、
および配列番号２７５［ＥａＤ５－３５ｇ１５９ａ］からなる群から選択されるヌクレオ
チド配列を有する、上記６に記載の単離核酸分子。
８．上記１に記載のポリペプチドを発現する、形質転換宿主細胞。
９．微生物および植物からなる群から選択される、上記８に記載の形質転換宿主細胞。
１０．前記微生物宿主細胞が油性酵母である、上記９に記載の形質転換宿主細胞。
１１．前記油性酵母がヤロウィア・リポリティカ（Ｙａｒｒｏｗｉａ　ｌｉｐｏｌｙｔｉ
ｃａ）である、上記１０に記載の形質転換宿主細胞。
１２．前記細胞が、配列番号１５２、配列番号１５６、配列番号１８２、および配列番号
２１２からなる群から選択される遺伝子を含んでなる、遺伝子コンストラクトを含んでな
る、上記９に記載の形質転換宿主細胞。
１３．前記細胞が、配列番号１５３、配列番号１５７、配列番号１８３、および配列番号
２１３からなる群から選択される配列を有するタンパク質を発現する、上記９に記載の形
質転換宿主細胞。
１４．前記宿主細胞が、ω－６脂肪酸およびω－３脂肪酸からなる群から選択される多価
不飽和脂肪酸を産生する、上記８または１１に記載の形質転換宿主細胞。
１５．前記植物宿主細胞が、油料種子植物細胞である、上記９に記載の形質転換宿主細胞
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）配列番号３４［ＨｘＧｘ］に記載のアミノ酸モチーフと、
　（ｂ）配列番号１［ＨｘｘｘＨ］に記載のアミノ酸モチーフと
を含んでなり、配列番号３４［ＨｘＧｘ］が配列番号７［ＨＰＧＧ］と同一でなく、配列
番号１［ＨｘｘｘＨ］が配列番号８［ＨＤＡＳＨ］と同一でない、Δ５デサチュラーゼ活
性を有する変異ポリペプチド。
【請求項２】
　請求項１に記載のポリペプチドをコードする、単離された核酸分子。
【請求項３】
　請求項１に記載のポリペプチドを発現する、形質転換宿主細胞。
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